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平成２３年 第４回まんのう町議会定例会会議録（第１号） 

平成２３年１２月７日    開 議  午前９時３０分

大岡議長

栗田町長

大岡議長

青野議会

事務局長

 おはようございます。

ただ今の出席議員は１６名であります。

定足数に達しておりますので、これより平成２３年第４回まんのう町議会定例会を開会いたします。

 招集者であります、町長のご挨拶をお願いします。

町長 栗田隆義君。

 皆さん、おはようございます。

平成２３年第４回の１２月まんのう町議会定例会を開催いたしましたところ、議員各位におかれましては、年末の公私共に大変

お忙しい中、ご参集を賜りましてありがとうございます。

町にクリスマスソングが流れ、師走の声を聞きますと、何やら慌ただしい今日この頃でございます。今年１年もあとひと月足ら

ずとなりました。なんと１年が経つのが早いかなというように実感をいたしております。

今回、上程させていただいておりますのは議案１２件、諮問１件でございます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願

いを申し上げまして、開会のご挨拶とさしていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

 ただちに、本日の会議を開きます。

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとりであります。

日程にはいるに先立ちまして、議会報告をいたします。

事務局長 青野進君。

それでは、ご報告申し上げます。 

初めに、町長から地方自治法第１４９条の規定に基づく議案１２件、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づく諮問案件 1件

を受理いたしました。 

次に、まんのう町議会会議規則第１４条の規定に基づく、議員提出意見書２件を受理いたしました。 

次に、１１月６日に開催された議会報告会打合せの委員会を、９月２８日 総務常任委員会・教育民生常任委員会・建設経済常

任委員会、１０月 ４日 交通対策特別委員会、１０月 ５日 水資源対策特別委員会、１０月１１日 政策充実特別委員会、１０
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日程第１

青野議会

事務局長

大岡議長

大西豊議会

運営委員長

月１３日 議会広報特別委員会、１０月２０日 満濃中学校改築調査特別委員会で開催しております。 

次に、組合議会関係について、平成２３年１０月４日、平成２３年第２回仲多度南部消防組合議会定例会が開催され、議案第１

号 平成２２年度仲多度南部消防組合一般会計歳入歳出決算認定についての審議がされております。 

平成２３年１１月２５日、平成２３年中讃広域行政事務組合議会１１月定例会が開催され、議案第１号 平成２３年度中讃広域

行政事務組合一般会計補正予算第２号、外４件の審議がされております。 

次に研修関係ですが、平成２３年１０月２７日、県自治会館において、平成２３年度香川県町議会議員研修会が開催され、帝京

大学経済学部地域経済学科教授 内貴滋先生並びに読売新聞東京本社編集委員 青山彰久先生より講演がありました。 

次に監査関係ですが、まんのう町監査委員より平成２３年８月分、９月分の一般会計収支、各特別会計収支及び水道事業会計収

支の出納検査の報告が参っております。 

以上で議会報告を終わります。 

議会報告を終わります。

日程第１ 本日の議事日程等について、議会運営委員会の報告を願います。

議会運営委員長 大西豊君。

 議会運営委員会の１２月定例会運営に関する報告を申し上げます。

１２月２日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、副町長、総務課長、議長、同席のもとに、議会運営委員６名全

員が出席いたしまして、一般会計補正予算の審議の方法については、予算審議と同様で、総務常任委員会に付託し、他の常任委員

会関係部分は、他の常任委員会で審査、質疑終結まで行い、総務常任委員会に報告後、最終的に総務常任委員会で審査することな

ど、１２月定例会運営について慎重に審議をしました。

 また、総務常任委員会の委員長報告は、予算審議等の関係で、今後は常任委員会委員長報告の最後に報告することになりました。

 それでは、お手元に配布されております、議事日程第１号について、ご説明を申し上げます。

日程第１ 議会運営委員会報告                   議会運営委員長

日程第２ 会議録署名議員の指名

日程第３ 会期の決定 本日より１２月１６日の１０日間といたします。

日程第４ 町政報告

日程第５ 所管事務調査の委員長報告           教育民生常任委員長
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大西豊議会

運営委員長

日程第６ 所管事務調査の委員長報告                建設経済常任委員長

日程第７  所管事務調査の委員長報告                総務常任委員長

日程第８ 満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告       濃中学校改築調査特別委員長

日程第９ 議会広報特別委員会の委員長報告             議会広報特別委員長

日程第 10 議案第１号 まんのう町安心安全生活ネットワーク基金条例の制定について     教育民生常任委員会に付託
日程第 11 議案第２号 まんのう町長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一部改正について

即 決

日程第 12 議案第３号 まんのう町琴南地区特定施設に関する基金条例の一部改正について  総務常任委員会に付託

日程第 13 議案第４号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の
一部変更について 即 決

日程第 14  議案第５号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について
即 決

議案第４号、議案第５号は関連がありますので、一括議題とさせていただきます。

日程第 15  議案第６号 中讃広域行政事務組合規約の一部変更について 即 決

日程第 16  議案第７号 平成２３年度まんのう町一般会計補正予算案第３号 総務常任委員会に付託

日程第 17  議案第８号 平成２３年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算案第２号  教育民生常任委員会に付託

日程第 18  議案第９号 平成２３年度まんのう町介護保険特別会計補正予算案第１号 教育民生常任委員会に付託

日程第 19  議案第１０号 平成２３年度まんのう町診療所特別会計補正予算案第２号 教育民生常任委員会に付託

日程第 20  議案第１１号 平成２３年度まんのう町簡易水道特別会計補正予算案第１号  建設経済常任委員会に付託

日程第 21  議案第１２号 平成２３年度まんのう町水道事業特別会計補正予算案第１号 建設経済常任委員会に付託

日程第 22  諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 即 決

日程第 23  意見書第１号 農業用軽油に係る軽油引取税の免税措置の恒久化等を求める意見書案  建設経済常任委員会に付託

日程第 24  意見書第２号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書案  教育民生常任委員会に付託

 一般質問は、１２月８日の本会議にて行います。

以上の日程で、意見の一致を見、午前１１時３０分委員会を閉会いたしました。
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日程第２

日程第３

日程第４

大西委員長

大岡議長

栗田町長

以上で、議会運営委員会の報告を終わります。

これをもって、議会運営委員会の委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終了いたします。

日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において７番 白川年男君、８番 白川皆男君を指名いたします。

 日程第３ 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から１２月１６日までの１０日間といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって会期は１０日間と決しました。 

 日程第４ 町政報告を行います。 

町長 栗田隆義君。 

それでは、９月定例議会で報告いたしました以後の主な町政報告を申し上げます。

まず、教育民生関係では、９月１７日、丸亀市のアイレックスにおいて敬老会を開催いたしました。当日は大雨警報が発令され、

開催が危ぶまれましたが、幸いにも小康状態が続いたため実施することができました。不安定な天候でございましたが、参加者は

９９７人、参加率２７％で、昨年に比べて２７名の増加となりました。今後も一人でも多くのお年寄りが参加しやすい内容を検討

していきたいと考えております。

次に、高齢者用肺炎球菌ワクチン接種事業では７月から実施しており、１０月末現在で２，８４５名、３４．４％の接種率とな

っております。ご存じのように本町では幅広く６０歳以上を対象として来年２月末までに接種していただければ、交付金事業を活

用しているため、県下では唯一の全額町負担の無料措置となっております。次年度の計画は無く、今後実施するにしても数千円の
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栗田町長 個人負担が発生すると思われますので、できる限り多くの対象者に接種していただけるよう、再度、周知してまいりたいと考えて

おります。

次に、ＰＦＩ方式で取り組んでおります満濃中学校改築・町立図書館等複合施設整備事業では、個別外部監査制度の導入として、

三和会計事務所の米田税理士グループを１１月８日にご議決いただきましたことから、本年度におきましては基本設計及び実施設

計段階からも要求水準書との整合性のチェック機能を果たしていただくことになっています。

建設経済関係では、１０月２２日に、かりんまつりの前夜祭として、第 1９回 太鼓台かきくらべが、生憎の雨天にも関わらず、
多くの観客の見守る中、９台の太鼓台による悪天候を吹き飛ばす力強いかき比べ競演が開催されました。また、翌日の２３日は第

２６回かりんまつりが、会場を国営讃岐まんのう公園ドラ夢ドームに移して開催いたしました。当日も、天候が不安定で、会場が

例年から変更となったことで運営面に若干の不安もありましたが、関係各位のご努力により、８，０００人を超える来場者を迎え、

成功裏に終わったところであります。今後も費用対効果を精査しながら、住民の皆さんに楽しんでいただけるイベントに育てて行

きたいと考えております。

商工振興では、今年２度目のプレミアム商品券の発行を１１月１４日から実施をいたしました。前回いただきました多くのご意

見を考慮いたしまして、金額は８，０００万円とし、申込み方法の改善を図りました。住民の関心は非常に高く、町内商工事業者

の活性化に寄与できればと考えており、更なる事業展開を検討しているところでございます。

地域振興では本町の観光協会であります、まんのうツーリズム協会主催による月見の会が、９月１０日にかりんの丘公園で開催

され、恒例となった様々な演出は多くの参加者から喜ばれております。

鳥獣被害防止対策事業では、１０月２６日に対策協議会を開催し、１８基のイノシシ捕獲用箱わなを配布いたしました。今年は

既に昨年を上回る捕獲頭数となっておりますが、抜本的な対処方法が示されていないため、充分な効果が見えていないのが現状で

ございます。広範囲な自治体連携による囲い込みを図り、捕獲する手法等を県に主導していただけるよう要望していきたいと考え

ております。

今年は多くの台風等が本県を直撃し、５度の警報発令を数えました。このことから、９月２日の台風１２号、９月２０日の１５

号により、公共土木災害が１０件で申請額４，５７０万円。農林災害が２９件で申請額６，９３０万円の被害が発生いたしており

ます。災害査定確定後は速やかに災害復旧工事を実施してまいります。

ため池の耐震対策では、多くの住民が不安を募らせていました満濃池の耐震診断を香川県が事業主体となり、本年度補正予算で

行っていただける予定です。また、ハザードマップ作成事業でも満濃池関係５市町が事業主体となり、２４年度から作成する予定
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日程第５

栗田町長

大岡議長

となっております。

尚、町内１０万トン以上のため池７箇所につきましては、２４年度から国、県の補助制度を活用しながら耐震診断を実施してい

く計画であります。

総務関係の消防活動では火災が６件発生し、その内建物火災が３件でありました。２件の住宅が全焼となるなど、大変残念なこ

とでしたが、不幸中の幸いで人命には別状がなく、安堵したところであります。

また、町内の交通事故発生状況では、昨年より発生件数、傷者数は減少しておりますが、残念ながら８月２５日に本年５人目の

交通死亡事故が発生しました。香川県といたしましても、１０万人当たりの交通死亡事故件数全国ワースト１位という不名誉な状

況となっていることから、特に事故が集中している中讃地区を対象として、交通死亡事故多発ブロック警報が発令されるに至りま

した。本町といたしましても、交通安全施策を強化し、更なる啓発活動を行うことで、事故の無い安心安全なまちづくりを推進し

ていく所存でございます。

出資法人においては、琴南振興公社に管理運営をお願いしていました美霞洞温泉の営業を、残念ながら本年９月２６日をもって

終了させていただきました。地域の皆様に愛され、県下の公共温泉施設の先駆けとなり、また見本となって多くの方々にご愛顧い

ただいていましたが、昨今は類似施設が増えたことや施設の老朽化等により客足が鈍ってきたこと、また未耐震等により苦渋の決

断を行うことになりましたことは大変残念でなりません。今後は、速やかな解体と跡地を利用した地域振興策を検討していくこと

とし、隣接のエピアみかどの運営体制の見直し等を行いながら、美霞洞温泉ブランドを継承できるよう琴南振興公社には更なる企

業努力をお願いしていくものでございます。

次に、丸亀市が推進しております定住自立圏構想においては、事務調整会議が１０月７日に開催され、丸亀市を中心市として、

個々の周辺市町が様々な分野において連携する取り組みについて、協議を行っているところでございます。本町といたしましても、

協議内容をその都度議会へご報告させていただき、ご意見をフィードバックしながら協定締結に向けた協議を重ねていく所存でご

ざいます。

以上で、９月定例会でご報告申し上げた以降の、町政の一端をご報告申し上げました。

なお、お手元に町政報告をご配布いたしておりますので、お目通しをお願いいたしたいと思います。

町政報告を終わります。

日程第５ 所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。

教育民生常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。
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大岡議長

髙木教育

民生常任

委員長

教育民生常任委員会委員長 髙木堅君。

それでは、教育民生常任委員会の委員長報告を行ったらと思います。 

去る１１月２１日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員全員、議長も同席のもとに、執行部より、副町長、

教育長、総務課長、所管課全員の出席により、教育民生常任委員会を公開にて開催いたしました。議題につきましては、所管事務

調査について、その他でございます。 

副町長挨拶のあと、琴南支所長より、内科、歯科診療所の診療状況の報告があり、委員より、診療所と温泉施設の併設等により

医療費の削減を図る意見がありました。 

住民生活課長より、行事報告、人口・世帯数、住民異動状況、戸籍・住民票等の発行状況、夜間窓口の状況、ごみ収集の状況、

火葬事業、し尿処理事業、不法投棄処理件数、補助金型浄化槽整備事業等の説明がございました。   

委員より、野犬の捕獲について質疑があり、執行部より、野犬が捕獲されていたり、危険な場合は中讃保健事務所に連絡して対

応しているとのことでございます。 

また、委員より、ゴミの収集の民間委託についての意見がありました。 

次に福祉保険課長より、社会福祉協議会の課題、敬老会の検討の現状、障害者福祉計画の策定、高齢者福祉・介護計画の策定、

介護サービス付き高齢者ホームの整備、医療費の節約、安心ネットワーク基金の創立についての説明がございました。 

委員より、一人暮らしの高齢者の安否確認の方法、敬老会の開催方法についての意見がございました。 

また、委員より、老人ホームの入所待ちの人数について質疑があり、執行部より、入所希望者の状態と施設の個別事情により、

一般化して説明しにくいが、施設を特定しなくて、若干の協議期間を経れば、ほぼ入所できるとのことでございます。 

次期の介護保険計画では、介護保険料の県下一からの脱出のために、施設増設やベッド数を抑制する方向を、事務レベルでは検

討中とのことでございます。 

健康増進課長より、事業等報告、高齢者用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌予防ワクチン、インフルエン

ザ対策事業、がん検診推進事業・健康増進事業、温泉送迎バス利用実績、かんたんフィットネス参加者の状況等の説明がございま

した。 

委員より、温泉送迎バスの費用について質疑があり、執行部より、交通政策に含めて検討していきたいとのことでございます。

委員より、子宮頸がんワクチンの接種状況について質疑があり、執行部より、国から４月より第１回接種を見合わせて、２回目、

３回目の接種を優先する内容の通達があり、高校２年生については期間を９月末まで延長することになっていたが、６月１０日よ
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髙木教育

民生常任

委員長

大岡議長

田岡議員

大岡議長

髙木委員長

り高校２年生については１回目の接種の再開、７月１０日より高校１年生の１回目の接種の再開､７月２０日より中学３年生以下

について１回目の接種再開をしている。供給量については確保できていると考えており、１０月末現在の第１回目の接種率は７９．

７％であるとのことでございます。 

また委員より、来年度の子宮頸がんワクチン接種に関する町の方針について質疑があり、執行部より、次年度以降についても継

続できるように要望しているとのことでございます。 

次に、学校教育課長より、主要行事報告、平成２４年度保育所、園、入所児募集及び幼稚園入園について、定住自立圏構想協定

事項、図書館サービスの充実についての説明がありました。 

次に、社会教育課長より、社会教育、人権教育、社会体育、文化財、高齢者教育、女性教育、青少年教育、芸術文化、文化祭、

国際交流、家庭教育、図書館、公民館月別の実績、児童館利用状況等の報告がございました。 

委員より、公民館まつりの開催状況について質疑があり、執行部より、毎年１１月に開催しているが、町文化祭の日程を避けて

開催するため、どうしても公民館まつりの日程が重なってしまうとのことでございます。 

委員より、文化祭のあり方についての質疑があり、執行部より、社会教育委員会の中でも方向性の検討をしている。また、今年

度は、にぎわいを持つために１日開催したが、反省会の中で検討するとのことでございます。 

以上、所管事務調査を行い、午後０時１０分に委員会を閉会いたしたわけでございます。 

以上で教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 

これをもって、教育民生常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑にはいります。

 質疑ありませんか。

 ２番 田岡秀俊君。

 ただ今の委員長報告の中で、ごみの民間委託という質疑があったということですけれど、それに対しての執行部の答えがなかっ

たと思うんですけれども、この問題に関しましては、私も色々とごみが多く出る地区とかそういうところから、もう少し収集回数

を増やしてもらえないかというふうなことも検討してほしい。また、民間委託を考えたらどうかというふうな意見も聞いておりま

すので、そのあたり執行部の答弁が、どういう答弁だったかをお聞かせいただけたらと思います。

 １４番 髙木堅君。

 田岡議員さんの質疑ですが、委員長に対する質疑ですが、執行部等も財政状況、またサービス面等々を十二分に考えて、時期が
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日程第６

髙木教育

民生常任

委員長

大岡議長

藤田建設

経済常任

委員長

来たら検討せないかんのでないかというような考えで、要約すればそういう考えでなかろうかと思います。

なお、色々このごみ問題については、執行部も以前から色々な面で経費等の研究等、またそれに関する今現在の対応を今後の処

理とか、そういうようなもんを総合的に考えているような考えを持っているようでございます。以上です。

 他に質疑はございませんか。

（「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

 これをもって、質疑を終了いたします。

日程第６ 所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。

建設経済常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。

建設経済常任委員長 藤田昌大君。

建設経済常任委員会の委員長報告を行います。 

去る１１月１８日、午前９時１５分より、第１委員会室におきまして、委員全員による委員会の事前の打ち合わせを行い、午前

９時３０分より、委員全員、執行部より、町長、副町長、総務課長、所管課長、建設土地改良課長補佐の出席により建設経済常任

委員会を公開にて開催いたしました。議題につきましては、所管事務調査、その他であります。 

栗田町長挨拶の後、地籍調査課長より、事業実施報告等について説明がありました。 

委員より地籍進捗状況について質疑があり、執行部より、町全体の８６％が終了しているとのことでした。 

次に、水道課長より、満濃池の貯水状況は９５％の１，４６０万トンであり、仲南地区の地蔵前ダムについては９７％、８２，

９００トンであるとの報告でありました。 

９月の台風以降、安定的に水道水を供給していますが、冬場の渇水を心配している。今後の雨量次第では住民に節水を呼びかけ

るとのことでありました。 

工事の発注状況については、石綿管更新工事は最終年度となり、県道炭所東琴平線のコメリ前において、ダクタイル鋳鉄管Ф１

００から１５０を約１ｋｍ施行予定で発注した。先の台風による道路災害で水道管の破損箇所が２ヶ所あり、道路の復旧工事が完

了するまでは仮設配管で対応しているとのことでありました。 

委員より、早明浦ダム周辺清掃活動の参加についての質疑があり、執行部より、県より依頼があり、職員１名が参加したとのこ

とでありました。 
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藤田建設

経済常任

委員長

次に、産業経済課長より、農業委員会定例会の開催状況、ＴＰＰ交渉参加反対香川県集会、市町農業委員研修の報告。農林振興

関係として、協栄地域特定農業組合総会、まんのう町地域農業再生協議会設立総会、協栄地区麦作推進大会、ひまわりフォトコン

テスト表彰式、高病原性インフルエンザ防疫演習、獣害対策シンポジウム、鳥獣被害防止総合対策事業、緑化キャンペーン、林業

推進委員会などの報告がありました。 

商工観光関係として、商工委員会、プレミアム商品券、かりんまつり、特定計量器定期検査、月見の会の報告がありました。プ

レミアム商品券については、１１月１４日に町内５ヶ所で予約受付を開始し、１日で予約申込み予定額に達したため終了し、当日

販売を１２月４日に予定しているとのことでありました。 

また、１０月２２日のかりんまつり太鼓台かきくらべは太鼓台９台が参加し、約１，０００人が来場、１０月２３日のかりんま

つりは約８，０００人の来場があったとのことでありました。 

その他、かりんの丘公園、かりん会館、かりん亭の利用状況について報告がありました。 

委員より、遊休地の解消についての質疑があり、執行部より、農業委員会の方で農地パトロールを実施しているとのことであり

ました。 

委員より、耕作放棄地の対応について質問があり、執行部より、農業委員の斡旋で借り手を探す等しているが、農地の状況によ

っては難しいとのことでありました。 

委員より、プレミアム商品券の当日の販売について質問があり、執行部より、代理人による購入はできないとのことでありまし

た。 

次に、いのししの箱わな設置、町道五毛線、天川高橋上部工事、中山地区災害被災状況の現地調査を行いました。 

次に、建設土地改良課長補佐より、土地改良事業関係の農道、水路工事及び県営中山間地域総合整備事業の農業集落道、ほ場整

備、ため池改修等の進捗状況、また町内の主なため池の貯水状況及び林道事業・公共土木事業・都市計画・住宅関係の工事の進捗

状況、下水道・農業集落排水関係、台風１２号、１５号による災害被災状況、ため池の耐震診断・ハザードマップ作成についての

説明がありました。 

台風１２号による災害状況については、公共土木関係災害では道路が４ヶ所、河川が４ヶ所の計８ヶ所の申請額２４,７７４千

円。土地改良関係災害では、農地災害で田が１２ヶ所、農業施設災害では農道が５ヶ所、水路が６ヶ所、ため池が１ヶ所、頭首工

が１ヶ所の計２５ヶ所の申請額６５,４００千円とのことでありました。林道関係災害では林道が４ヶ所の申請額３，９６６千円

とのことでありました。 
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藤田建設

経済常任

委員長

台風１５号による災害状況については公共土木関係災害で、道路２ヶ所の申請額２１，０００千円とのことでありました。 

ため池の耐震診断・ハザードマップ作成については、満濃池の地震対策として香川県が事業主体となり、今年度予算の第３次補

正で満濃池の耐震診断を行うとの事であり、費用の負担区分については、満濃池からの各市町の受益面積による案分比率により負

担金を考えている。負担割合は国５０％、県２５％、町２５％の概算事業費３０，０００千円を予定しているとのことでありまし

た。 

なお、町内１０万トン以上のため池については、平成２４年度より国・県の補助制度を活用し、耐震診断を実施したいとのこと

でありました。 

満濃池のハザードマップ作成事業としては、関係５市町の代表が事業主体となり、新年度において満濃池のハザードマップを作

成する予定であり、費用の負担区分としては、満濃池からの各市町の受益面積による案分比率により負担金を考えている。国５

０％、県２５％、町２５％の概算事業費３５，０００千円を予定しているとのことでありました。 

民間住宅の耐震診断・耐震改修の申請状況については、耐震診断の申請が３件、耐震改修の申請が３件あったとのことでありま

した。 

県営中山間地域総合整備事業については、第２期の県営中山間地域総合整備事業の実施について、現在要望の出ている地区に出

向き、事業認可申請などについては順次説明会を行い、進めているとのことでありました。 

県営道路事業として、県道丸亀三好線の久保工区、炭所西善通寺線の鐘場工区については、今年度予定の家屋調査、用地交渉が

進められているとのことでありました。   

国営事業として、国道３２号線視距改良として、現在、追上地区で工事が実施されており、国営土地改良事業としては、土器川

沿岸事業として土器川右岸水路改修、満濃池関係として天川導水路、買田幹線水路、丸亀幹線水路の改修工事が順調に行われてい

るとのことでありました。 

昨年度より進めていた満濃地区のほ場整備の要望取りまとめについては、中山間総合整備事業の要望地区について、２４年度よ

り着手に向けて事務事業を進めているが、他の地区については災害対応などにより遅れ気味であるが、以前より要望の箇所につい

ては、今後推進を図っていくとのことでありました。 

町道の維持修繕工事については、災害などの対応により遅れ気味でありますが、順次進めていくとのことでありました。 

以上、所管事務調査を行い、午後２時３０分、委員会を閉会いたしました。 

以上で教育民生常任委員会の委員長報告を終わります。 
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日程第７

大岡議長

藤田建設

経済委員長

大岡議長

川原総務

常任委員長

藤田君、建設経済。 

建設経済常任委員会の委員長報告を終わります。 

教民ばっかりしよったんで、失礼しました。 

これをもって、建設経済常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑にはいります。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終了いたします。

日程第７ 所管事務調査の委員長報告の件を議題といたします。

総務常任委員会の所管事務調査について委員長の報告を求めます。

総務常任委員長 川原茂行君。

それでは、総務常任委員会の委員長報告を行います。 

去る１１月２２日、午前９時３０分より、第１委員会室におきまして、委員５名出席し、議長同席のもと、執行部より、町長、

副町長、所管課長全員の出席により、総務常任委員会を公開にて開催いたしました。議題につきましては、所管事務調査について、

その他であります。 

町長挨拶の後、所管事務調査にはいり、仲南支所長より、仲南地区防災訓練、地区民協研修会などの報告がありました。 

次に、総務課長より、町内各地での交通安全キャンペーン、消防団活動、職員研修、選挙人名簿登録者数の報告があり、平成２

３年度新規採用職員については一般行政職３名、保育士職２名の採用を決定したとのことであります。災害対応については、水防

本部を９月２日の台風１２号、９月２０日の台風１５号において設置したとの報告があり、このことから、今年は例年になく多い

５回の水防本部設置とのことでありました。 

火災に関しては、８月から１０月末で６件発生し、うち建物火災が３件とのことであります。救急出動状況については８月から

１０月末で２７１件の出動、交通事故発生状況については物損事故が１１７件、人身事故が３６件発生し、そのうち残念ながら死

亡事故が１件で、今年の死亡者合計が５人とのことであります。 

委員より、新規採用職員の経歴についての質疑があり、執行部より、一般行政職の３名については１名が新規卒業見込者で、２
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川原総務

常任委員長

名が大学卒業者、保育士職については２名とも大学新規卒業見込者とのことであります。 

委員より、水防本部設置についての質疑があり、執行部より、警報が出た段階で水防本部を設置しているが、職員及び消防団へ

の連絡等は、できる限りの状況把握をした後で行うようにしているとのことであります。 

委員より、職員の採用後の研修についての質疑があり、執行部より、新規採用職員には県で実施している初任者研修を必ず受け

るようにしているとのことであります。 

委員より、職員の接遇・クレーム対応の研修の講師についての質疑があり、執行部より、株式会社 スコープから派遣された職

員で元瀬戸内海放送のアナウンサーで、現在は人材教育のインストラクターであるとのことでありました。 

委員より、町内の雨量等の観測所場所についての質疑があり、執行部より、町内には県の観測所で造田、明神、野口ダムの３ヶ

所、国の観測所で川奥、美合、柞野、炭所、祓川橋の５ヶ所の合計８ヶ所とのことでありました。 

委員より、高卒者、また、学歴、年齢を問わない職員の採用について意見があり、執行部より現在の新規採用枠がそれぞれ２か

ら３名程度と少ないため、一般行政職は上級、保育士職は中級試験を採用しているとのことであります。 

次に、企画政策課長より定住自立圏構想、国際交流協会関係、出資法人関係、集落活性化推進事業、地域公共交通対策事業進捗

状況、福祉タクシー券助成事業、情報基盤整備事業の実績、人権啓発事業、男女共同参画推進事業、長尾会館運営状況等の報告が

ありました。 

中讃テレビの加入率は再送信を含め２，５２９戸、４０．８％であり、一般家庭６，２００戸を対象としている。インターネッ

ト３９．３％、光電話２９．４％との報告がありました。 

定住自立圏構想については、委員より、質疑、意見があり、執行部より、今後、協議、検討していくとのことであります。 

また、委員より、あいあいタクシーの利用率の向上について意見がありました。 

委員より、ことなみ振興公社の経営改善についての質疑があり、執行部より、人件費については退職者の補充を制限すれば削減

につながり、また、町と公社の関係についても新たな形を考えていくとのことでした。 

委員より、過疎対策計画についての質疑があり、執行部より、昨年４月より、まんのう町全体が過疎地域の指定をされており、

過疎対策計画は町全体に対しての振興対策計画になっているとのことでした。 

次に、税務課に、委員よりコンビニエンスストアを使った税金の徴収について費用対効果、利便性を比較して検討して欲しいと

の意見がありました。 

次に、会計室より、平成２２年度の決算審査の認定を受けたとの報告がありました。 
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日程第８

川原総務

常任委員長

大岡議長

合田満濃

中学校改築

調査特別

委員長

委員より、基金のペイオフについて質疑があり、執行部より、決済預金と定期預金の２種類に分けており、定期については１千

万円の保証、決済預金は安全だが利息が入らず運用ができないとのことでした。 

次に、琴南支所長より、ことなみサマーフェスタ、そば栽培体験事業、地区連合自治会長会、琴南地区運動会、中通地区自治会

災害対応訓練などの報告がありました。 

委員より、琴南地区運動会について質疑があり、執行部より、各地区の実行委員会の中で継続の話がでているとのことでありま

した。 

以上、所管事務調査を行い、午後２時００分、委員会を閉会いたしました。 

以上で総務常任委員会の委員長報告を終わります。 

これをもって、総務常任委員会の所管事務調査に関する委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑にはいります。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終了いたします。

 日程第８ 満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告の件を議題といたします。

満濃中学校改築調査特別委員会の委員長の報告を求めます。

満濃中学校改築調査特別委員会委員長 合田正夫君。

満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告を行います。

去る１２月５日、９時３０分より、第１委員会室において、出席委員６名全員、町長、副町長、教育長、総務課長、学校教育課

長、建設土地改良課長、満濃中学校改築対策室、議長同席のもと、事業の進捗状況について説明がありました。

契約時からの変更箇所、変更内容及び変更に伴う効果について、校舎棟については、校舎内の基本配置を、みんなの広場から廊

下部分、それから各諸室部分とし、これにより、将来の教科教室型にも対応できるオープンスペースの確保が有効にでき、さらに

諸室を明るくすることが可能になりました。

普通教室の並びに位置していた、学年単位のトイレを、教室の前の廊下側に配置し、これにより、学年ごとのまとまりができる

とともに、歯磨き等の流しの設置が可能になりました。
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合田満濃

中学校改築

調査特別

委員長

心の相談室、保健室、特別支援教室を一つのまとまりとし、心身的に援助の必要な子どもへの対応がしやすくなりました。

校舎の２階西側に音楽室、音楽準備室、楽器室、礼法室を隣接させ、礼法室で行う琴の授業に対応できるようになるとともに、

アリーナへの楽器の移動が容易に可能になりました。

コンピュータ室、技術科教室を隣接させ、コンピュータの指導教員は技術科の教員であるという、中学校教育の実態に沿った運

用に対応できるようになったとのことでした。

体育館については、サブアリーナの形状を変更し、剣道場または柔道場が２面であったものが３面確保することが可能となり、

道場が有効に設定できるようになりました。

また、サブアリーナ用のトイレを確保し、学校での使用と地域開放での使用が明確に分離できるようになり、それに関連して部

室とサブアリーナ用倉庫の整理を行い、用具倉庫の有効面積を確保することにした。

メインホールの階段の有効幅員を広げ、まっすぐな形状にしたことにより、２ヶ所あった階段を１ヶ所に集約でき、地域住民の

交流の場となる談話スペースを広く確保することができた。

サブアリーナ側にも階段を設置し、生徒の動線として、サブアリーナとメインアリーナ間の動線を短くすることができたとのこ

とでした。

前回の委員会で屋外トイレをテニスコートまたは運動場の東側に設置してはどうかという意見があったが、中学校の授業、部活

動に関して必要度が低く、行事で運動場を使用する時は校舎も開けるので校舎の中のトイレが使用でき、時間を分散して使用する

と考えられ、必要度は低く、安全管理面からもない方が良いと考え、設置していません。また、運動場の部室の横に冷水機を設置

します。

防災倉庫については、体育館が町の緊急避難場所として指定されるので、その近くへの配置を考え、体育館の北側に変更し、マ

ンホールトイレ設備、非常食、水、毛布等を収納する予定とのことでした。

委員より、動線経路、教科型教室への対応、図書館内部、民地との境界の工作物等についての詳細な資料の提示の要望がありま

した。

学校図書館の位置についての質疑があり、執行部より、町立図書館のスタッフが学校図書館の運営にも関わることから、できる

だけ近くに配置したとのことでした。

ＩＣＴの整備についての質疑については、満濃中学校だけでなく、町内のすべての小中学校が業務の対象になっている。文科省

のＩＣＴの整備指針に基づいて機器の整備、配置をすると、普通教室、特別教室等に必要以上にパソコン等が入ってしまうので、
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合田満濃

中学校改築

調査特別

委員長

大岡議長

合田委員長

大岡議長

合田委員長

大岡議長

合田委員長

大岡議長

合田満濃

中学校改築

調査特別

委員長

大岡議長

学校と協議しながら、電子教科書への移行にも対応できるように整備をしていくとのことでした。

委員より、２５年後の想定についての質疑があり、執行部より、引渡しの３年前に大規模修繕を行い、引渡し後の１０年間の修

繕計画を提出してもらい、それを確認した上で引き渡してもらうとのことでした。

付帯工事で、雨水排水については、敷地内に雨水ピットの設置を考えた場合、１０年確率雨量の１日約２００ｍｍでは、敷地の

半分の２０，０００㎡に半日間で降る量は２，０００トンであり、５６ｍ×１３ｍ×３ｍ程度のピットが必要となり、概算工事費

が約４，７００万円、設備費が１分当り４００ℓのポンプ２基の設置で約１，６００円の合計６，３００万円。
合田君、１，６００万円。

ええ、１，６００円の合計６，３００万円。

１，６００万。

ええ。

１，６００万。

１，６００万やろ。

はい。今、円言うたから、１，６００万で。

その上に電気代・維持管理費が月に１１万円程度見込まれる。

今回の地元水利との協議を機に計画している７００mの雨水排水路の場合は、概算工事費が約６，０００万円必要であるが、将
来にわたって基本的に維持管理費も不要であるとのことでした。

周辺水路の改修については、建設土地改良課と地元水利と一緒に下流の水路等を調査した結果、改修の必要な水路があり、満濃

中学校のすぐ西側の水路については平成２４年度に、その他の改修が必要な水路については平成２５年度に改修する計画であると

のことでした。

地元説明については、今月の１８日に近隣の住民の約３００名を対象に行う予定であり、中学校の保護者へは来年の１月２７日

に入学説明会があるので、それに合わせて準備しているとのことでした。

委員より、水利で関係している生稲、天皇、大橋の自治会長と副会長にも説明会の案内をしてほしいとの要望がありました。

委員より、検討委員会へ報告についての質疑があり、執行部より、地元説明が終了後に報告する予定とのことでした。

以上で、満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告を終わります。

これをもって、満濃中学校改築調査特別委員会の委員長報告を終わります。
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日程第９

大岡議長

関議会広報

特別委員長

ただ今の委員長報告に対する質疑にはいります。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

 これをもって、質疑を終了いたします。

日程第９ 議会広報特別委員会の委員長報告の件を議題といたします。

議会広報特別委員会の委員長の報告を求めます。

議会広報特別委員会委員長 関洋三君。

委員長報告続いておりますけど、私が最後になりますので、お聞きいただけますようお願いいたします。

まず、前もって皆さんにひと言お礼申し上げます。

今回、議会だより創刊号発行することができました。ひとえに、議員各位、そして執行部、そしてまた印刷会社等のご協力の賜

と思っております。議会だよりは県内では最後の町になると。発行できてない唯一の町だということになっておりました。また、

私どもが議員研修、視察にまいりますと机の前には先方さんの議会だよりが並べられておりますが、そう思う時に他所からこの町

へ研修に来られた人達はどのように考えるかと、思うかと、その受け答えに大変だったんではないかと。そう思いますと、今回、

議会だよりも発行できてよかったと思いますし、これに満足することなく、２号、３号と住民の期待に沿えるようにいいものにし

ていきたいと思いますので、なお一層のご協力をよろしくお願いいたします。

それでは、今回また５回、６回、７回と委員会進めてまいりましたので、その経過を報告さしていただきますように、よろしく

お願いいたします。

第５回目ですけども、平成２３年１０月１３日木曜日、午前９時３０分より、第１委員会室において、委員６名全員、そして議

長出席のもと、第５回議会広報特別委員会を開催いたしました。創刊号編集作業について、また今後の議員研修における取材の役

割分担について議論を重ねました。

その結果、一般質問に用意していた空きページには議会報告会の資料等を掲載する。

次、一般質問で答弁枠の空間は答弁内容に近い写真やイラストを掲載する。

次、一般質問の答弁編集に疑問の質問者は、答弁作成者と直接に調整いただく。

次、認定した決算報告等は円グラフにして表示できるよう編集を検討する。
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関議会広報

特別委員長

次、表紙の写真説明並びに今後の表紙写真掲載順番等の説明を検討する。

次、議案審議手順の図柄説明を最終ページに掲載できるよう検討する。

次、各常任委員会議員研修の報告役割分担は委員会選出による編集委員とする。

次、香川県町議会議員研修の報告役割分担は議会広報副委員長とする。

次、次回の委員会開催時期は業者からのゲラ提出時とする。 

以上の事を取り決めて、午前１１時に委員会を閉じました。 

次は、第６回目です。

平成２３年１１月７日月曜日、午前９時３０分より、第１委員会室において、委員６名の内１名が所要で欠席の中、第６回議会

広報特別委員会を開催いたしました。１２月１日発刊に向けて、ほぼ出揃ったゲラを参考にして議論を重ねました。

その結果、議員紹介における名簿の中で示されている政党を所属に置き換える。

次、２２年度決算報告の円グラフを大きくしてより見やすくするため、議会日誌枠を他のページに移動する。

次、各ページに掲載される写真はカラーが見やすいので、全ページともオールカラーで統一する。

次、ＰＦＩ、すなわちプライベート・ファイナンス・イニシアティブについて、判りやすい説明を設ける。

次、議案紹介において会計補正予算案については、金額に合わせた項目を追加してより分かりやすくする。

次、文面には十分に目を通した結果、間違い箇所などに一部手直しを加える。

以上、次回のゲラ最終段階での委員会開催を１１月１４日に決定して、午前１１時３０分に委員会を閉じました。   

次は最後の第７回です。

平成２３年１１月１４日月曜日、午前９時３０分より、第１委員会室において委員６名の内２名が公務で欠席、そして議長出席

のもと、第７回議会広報特別委員会を開催いたしました。印刷を前にした最終の確認作業でした。

その結果、９月定例議会の名前は回数の呼び方を省略して、平成２３年９月定例会とする。

次、決算状況においては、平成２２年度普通会計性質別歳入及び歳出の円グラフの位置を上下に揃えることや、歳出の項目説明

文については追加や省略に工夫を凝らして分かりやすく示す。

次、議会報告会のページでは、まんのう町立満濃中学校複合施設についての項目名に、校舎・体育館・図書館を挿入して内容を

より分かりやすく表現する。

次、印刷部数を７，５００枚とする。
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日程第 10 

関議会広報

特別委員長

大岡議長

栗田町長

次、創刊号の印刷経費は２３万８，０００円とし、以後レイアウトを省けば、その分安くなることを業者と確認いたしました。

次、指摘部分の訂正後、１１月１７日に再確認した上で、１１月１８日から印刷に入る。

次、各議員研修においての研修報告を４００字から５００字までとして、各常任委員会選出の編集委員から１１月末日までに原

稿の提出を求める。

次、１２月定例会終了後には、議会だより２号発刊に向けての委員会開催を図る。

以上を決定して、午前１１時５０分に委員会を閉じました。 

以上で、委員長報告を終わらせていただきます。 

これをもって、議会広報特別委員会の委員長報告を終わります。

ただ今の委員長報告に対する質疑にはいります。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終了いたします。

ここで、議場の時計で１０時５５分まで休憩といたします。                 （休憩 午前１０時４０分）

それでは、休憩を戻しまして会議を再開いたします。                    （再開 午前１０時５５分）

 日程第１０ 議案第１号 まんのう町安心安全生活ネットワーク基金条例の制定についてを議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町長 栗田隆義君。 

それでは、ただ今上程されました議案第１号 まんのう町安心安全生活ネットワーク基金条例の提案理由をご説明申し上げま

す。 

まんのう町安心安全生活ネットワーク基金条例は、地縁的な共同生活が成り立ちにくくなり、生活の安心や安全を確保する住民

の自主的な地域活動を、町の施策としてより一層推進するために、ご提案させていただきました。 

政府の交付金や地方債で調達する資金を基金化して、総枠管理の下に、年度間調整を柔軟に行い、当面５年間は安定供給しよう

とするものでございます。 
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栗田町長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

竹林福祉

保険課長

大岡議長

優先的に充当するものは、見守り、声かけや災害時の安否確認をなどの住民活動。２番目に、虐待の発見や自殺予防の活動。３

番、助け合いを活性化して、社会保障制度を円滑に機能させる活動。４番目に、住民の相互扶助を促し、支援する公益的な機関連

携。５番、これらの啓発、普及と施策調査としております。 

端的にいえば、町社会福祉協議会が、自治会の中で民生委員や福祉委員と一緒に行うことを推進している、見守り 声かけ ほ

っと安心事業を主軸として、これに関連する施策を発展させて、公的な背後支援を拡充しようとするものでございます。 

議員各位の入念な審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

 これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

５番 本屋敷崇君。

安心安全生活ネットワーク、目的というか、これがですね、今必要だということは充分に分かるんですが、処分の部分に関する

部分っていうのはですね、包括的な社会福祉制度の一部分でしかない部分において、流用度の悪い基金を作るという部分が、それ

が町の施策としてフレキシブルな対応ができるのか、どうかって言う部分で疑問が残ります。

基金を作るメリットが私には見えないんですけども、そこのメリットをもう少し説明していただきたいなと。

福祉保健課長 竹林昌秀君。

本屋敷議員さんにお答えしたいと思います。

この件についてはですね、関議員さんから一般質問を受けておりまして、そこの答弁と重なる部分もあるので、簡略になろうか

と思いますが、ご容赦願えればと思います。

基金をなぜ設立するのかと言うことでございます。事業費はそうたいした金額にならなくて、事業量によって毎年度変更するわ

けです。それを基金化するとですね、年度間調整が円滑に、いるだけ使えるということがあります。そしてですね、全町過疎地域

になりましたので、過疎債を使えます。過疎債は資金の７割が元利償還、交付税措置で見てもらえるわけで、極めて有利な事業で

す。過疎債は従来ハード事業にしか使えませんでしたが、ソフト事業に使えるという一大改革がなされました。ソフト事業に過疎

債を使うという事例として、ご提案させていただいとります。何とぞよろしくお願い申し上げます。

５番 本屋敷崇君。
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本屋敷議員

大岡議長

藤田議員

大岡議長

竹林福祉

保険課長

大岡議長

川原議員

今の話でちょっと理解しろと言うのはなかなか難しい話で、うちの部分ではですね、当初予算、それから３回の補正もあります

から、流用的に資金を運用していくということは可能なわけですよね。それに基金というのでいけば、財政調整基金というのはあ

る種、財布のような部分であって、取り出し、入れるのも、とても自由にできる部分において、それに変わるものとしてカチッと

したですね、流用を決めてしまう基金を作るというメリットというのが見えないんではありますけど、教育民生常任委員会の方に

付託しておりますので、その中でまた話していただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。

１０番 藤田昌大君。 

２、３質問して、できましたら教育民生常任委員会で詳しくやっていただきたいなと思ってます。

交付金及び地方債でするということでありますので、おおまかなですね、当初予算の計画があるだろうと思いますし、それに対

する支出も生じてくるだろうと思います。そう言った部分のですね、ある程度、案があれば教育民生の常任委員会の方へ提出する

と思いますので、お示し願いたいと思います。

第４条でですね、運用から生ずる利益、収益とありますけれども、それはどういうことか、僕ちょっと理解しかねますので。

それと、もう１つ、支出のですね、基準はこっちに書いとるとおりであろうと思いますけど、どういう項目になるのかなという

部分があります。

そして最後にですね、会計報告の関係、会計報告受けて、どう言ってええんか分りませんけれども、その基金のですね、報告は、

今、本屋敷議員も言いましたけれども、それぞれ議会ごとにあるだろうと思いますけれども、そういった部分で、議会との関わり

を、ちょっと、あんまり、条例作ったらそのまま言うんがわりと多いんで、そのへんの関わりははっきりさしていただきたいと思

いますので、答えられる分は答えて、詳細についてはですね、教育民生常任委員会でお願いしたいと思います。

今度、最終になったら、討論しかできませんので、そういった意味でよろしくお願いします。

福祉保健課長 竹林昌秀君。

５年分を過疎債で調達しておいて、５年間に分割して使おうということでございます。年額は２００万円から３００万円程度を

想定しております。基金から一般会計に繰り入れて使って、一般会計の決算、予算決算として、議会にはきちんとご説明できるも

のと考えております。

これ以上は、常任委員会にお任せいただけますでしょうか。

１３番 川原茂行君。

１３番。これ提案者からですね、人間関係が希薄になってきた、しかも助け合いをせないかんという、この目的とやろうとする
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川原議員

大岡議長

栗田町長

大岡議長

川原議員

大岡議長

栗田町長

川原議員

ことは十分理解できるんです。その説明の言葉の中にですね、我々も当然自治会の中で生活しておるわけですが、自治会組織、自

治会組織の件についてひとつも触れてこなかったんですが、現在のまんのう町の自治会の中で、１０戸以下の自治会が多分１２だ

ったと思うんです。一番少ない自治会が３戸で自治会形成しとんですね。そういう自治会組織をひとつ見直す考えがあって、こう

いうお考えが成り立ってくるのか、もう自治会はそのまま行くんだと、ほっとくんだというお考えでこれを考えられておるのか。

私は当然、東北の今回の震災は特別でありますが、この山間部においてでもですね、やはり社会情勢が変わった関係上、お互いが

やっぱり話し合いをする機会が少なくなってきたと。近所の方がどういう仕事をされておるのかも分かりにくい状態になってきて

おる社会の中で、こういうこと非常に大事なのは分るんです。ですから、やろうとする目的ははっきりしておるんですが、それを

本当に困った人を助けるんであれば、自治会の組織の中が１０戸以下の自治会が１０数戸、しかも一番少ない自治会組織は３戸で

自治会を形成すると。よいよのこの離れた、１キロ離れたとこで３軒あるから、そこが１つの自治会組織ですよって言うんだった

ら理解できるんです。でも、周囲のぐるっとあるのに３戸で自治会を形成しておる。そういう自治会組織を見直さんと、これ関係

なくやるわけですか。そこらへんだけ、ちょっと、町長にお伺いいたします。

町長 栗田隆義君。

川原議員さんの質問にお答えいたします。

やはり、自治会組織というのは１０戸以上というような規定もございますが、過去の経緯でどういうような形で３戸が自治会の

１つの組織になったのかはわかりませんが、そういった組織は今後見直して行きたいと思います。よろしくお願いします。

１３番 川原茂行君。

１０戸、自治会の組織を見直すという原点に立っていただけますか。それだけお聞きします。

町長 栗田隆義君。

川原議員さんの再質問にお答えをいたします。

町の要綱の方では、自治会と言うのは１０戸以上と言うことになっておるようでございますが、どうして３戸で自治会になって

おるか、ちょっとはっきり分りませんが、新しい、合併してからは、そういう要綱になっておりますが、合併以前の自治会組織を

今現在そのまま引き継いでそういう状況になっておるようでございますので、今後見直して、原点に返って見直していきたいと思

いますし、今、連合自治会の方へはそういった問題点も投げかけておるところでございます。よろしくお願いいたします。

あとは教育民生にお任せします。

（任しといてください。）
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日程第 11 

大岡議長

白川年男

議員

大岡議長

竹林福祉

保険課長

大岡議長

谷森副議長

大岡議長

竹林福祉

保険課長

大岡議長

７番 白川年男君。

こういう事例は、まんのう町独自のもんか、近県にどういうとこにあるのか、全国的にこういうのはあるもんかどうか。そのへ

ん、分る範囲でお聞かせ願えたらと思います。

福祉保健課長 竹林昌秀君。

近年、孤独死ですとか、虐待の発見ですとか、ＮＨＫが無縁社会の報道を行いまして、近隣社会の弱体化と言うのが日本の社会

で非常に大きな問題になりました。こういうことを推進する施策は各省庁にございます。ほうぼうが取り組んでいるところであり

ますが、本町においては全国的に先行していると言うことでありまして、この様子は関議員さんへの一般質問の答弁の中でご説明

させていただければと思っております。

他に質疑はございませんか。

１５番 谷森哲雄君。

１つ、２つお尋ねいたします。社会福祉協議会とかなり重なる部分があるんですが、そのことについては、どのような処置にな

るのですか。お尋ねいたします。

福祉保健課長 竹林昌秀君。

（全部やっりょったら、即決になってしまうやないか、これ。議長しゃんと前へ進めよ。）

（即決でいくか。）

この主軸となる部分は、社会福祉協議会が国土交通省から調達したお金で始めたものです。この資金がモデル事業であって、打

ち切りになりましたので、継続するために安定的な資金を供給しようということであります。当課の所管事業として、社会福祉協

議会に委託発注をすると。そして、それを町役場の関係課が連携して背後支援する会議でもって応援すると、そういったふうな構

成を考えております。

これをもって質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第１号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

 日程第１１ 議案第２号 まんのう町長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一部改正についてを議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

町長 栗田隆義君。
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栗田町長

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

それでは、ただ今上程されました議案第２号 まんのう町長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一部を改正

する条例についてご説明申し上げます。 

 本件は本則第２条の長期継続契約を締結することができる契約に、新たに７番として複写機、その他の事務機器の借入で、当該

物品にかかる役務の提供が含まれる契約項目を追加改正するものでございます。 

詳細は担当課長より説明させますので、よろしくお願いいたします。 

総務課長 齊部正典君。

議案第２号のご説明を申し上げます。本件の改正箇所につきましては、お配りをさせていただいております議案書の改正後の欄

に掲げております規程にですね、下線でお示しをさせていただいております。対象事案といたしましては、町内公共施設で現在使

用しておりますコピー機等についてですね、現在は各々で、それぞれでリース契約を行っているところでございますが、メーカー

また金額等、契約条件がまちまちでありますため、利用状況を調査の上、機種の適正化、台数の見直しを行い、一括リース契約す

ることでの経費削減のため、包括リース契約を締結しようとするものでございます。 

なお、今回の包括リース契約には、役務費としての機器類を分解、修理等のサービス等も含めての契約となることから、本議案

を上程させていただいております。この条例は交付の日から施行し、平成２３年１０月１日から適用するものでございます。 

ご審議の上ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。

５番 本屋敷崇君。 

コピー機の一括リースをするということでございますが、附則で１０月１日と言うことは、当然これは俎上に上がった題材であ

って、複写機の一括リースを念頭に置いているものと思いますので、当然これをすることによる効果は出ているものと思います。

その部分、一括リースすることによる効果の部分を定量的な部分で答えていただけたらと思います。 

総務課長 齊部正典君。

本屋敷議員さんのご質問にお答えをいたします。 

これはですね、現在、量的には１，７００万を超える金額のコピー機の使用料等がございます。それを今回１０月１日付で公告

をかけまして、一般でですね、そういうメーカーさんにプロポーザルにご参加をいただきました。その結果、先日１１月３０日に
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齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

藤田議員

プレゼンテーションを行いまして、現在その中の１社と契約をする予定でございます。即決によりまして、これ、本議案が通りま

すれば、その後契約行為に進めさしていただきたいと思っております。金額的には６００数十万、３０万いくらと言う金額になろ

うかと思っております。１，７００万ほどが６００万少しということに削減されるということで、大変大きな削減効果が見込める

と言うことでございます。 

なお、今回はですね、リース機器でございまして、残りプリンターとかですね、印刷機等もこの後続いてやっていこうというふ

うに考えてございます。またよろしくお願い申し上げたらと思います。 

５番 本屋敷崇君。 

今、年間、年間ですよね、年間対比ですよね、今のは。年間１，７００万で、それが年間６００万に落ちるということですけど、

これ長期契約ですから、長期契約が何年契約なのかって言う部分が、はい。 

総務課長 齊部正典君。

本屋敷議員さんの再質問にお答えをいたします。 

５年間の契約でございます。よろしくお願い申し上げます。 

本件は議決行為ではございません。リース契約と言う中での行為で行います。今現在でも、ある長期的なものの契約行為、現在

役場の中にもある機器類も全部それでやっておるわけですが、６項目が現在、条例に載っております。その中に７項目目として、

役務費をプラスするという中にですね、一文増えますので、今回あげさせていただいとります。よろしくお願いします。 

１０番 藤田昌大君。 

藤田ですが、長期契約とですね、もう１つが、それぞれの業者、多い業者おると思うんですね。ですから、まんのう町内にそれ

ぞれの公民館とか出張所とか色々な学校のあれがあると思うんです。そういった中でですね、なぜばらばらになっとったかいうん

が、色々問題になってくると思うんですよね。それについてはやっぱり、過去から現在に至るですね、それぞれの人間関係の中で、

そういった契約があったんでないかなと思ってます。そういった部分でですね、やっぱりそら安くなるのはいいかも知れませんけ

れども、そういった機械的なですね、対応になって、例えばですね、修理を頼んだ時になかなか来てくれんような状況があるんで

すね。これ１社になったら、もう。それはないだろうと思いますけれども、サービスを向上するというふうになりますけれども、

今度は独占になりますからね、そういった意味では非常に危険な部分が生じてくるんじゃないかと思います。 

また、機種もですね、１社になれば１社の機種でしょ、どうせ、ね。同じ機種が全部入ってくると思うんですよね。利用度に応

じて。そのへんのことを考えればですね、もっと慎重にやってですね、それぞれの出先のですね、あれを聞いたか、聞かんか、そ
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藤田議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

本屋敷議員

ういったこともですね、大変重要なことだろうと思ってます。 

そして、もう１つはですね、やっぱり、県内町内にそれぞれの業者があって、例えばこれ高松で本社がある１社に集約されるの

であれば、そういった業務関係で町に対する不信感が出てくるんじゃないかなと思うんですけれども、それらに対してはいかが考

えていますか。ちょっと、即決ですのでお答え願います。 

総務課長 齊部正典君。

藤田議員さんのご質問にお答えをいたします。 

まず、修理時間等のお話でございますが、まずこの今回の告示の中でですね、条件といたしまして、県内に主たる営業所をお持

ちであること。本店があるというのはもちろん、そういうのも入れておりましたが、主たる営業所があるというのを入れておりま

す。そして、修理に来る時間ですね、１時間以内。電話連絡をした後ですね、そのサポート体制がどんだけとれているか、と言う

のもプロポーザルの中のですね、プレゼンの中での重要な選定の、選考の理由となっております。 

また、同一機種になることによるデメリット的なことも言われてましたが、逆に言いますと同一機種になることによってメリッ

トの方が大きい。すべての庁舎、公民館、出先全てがですね、同一機種、高速、中速、低速と言う、もちろん機種によるスピード

は全部違う、それぞれの、枚数をさほど使わないところには低速機械、たくさんするとこには高速機械にはなりますが、基本的な

操作性パネルはですね、すべて同じです。つまり、誰でも簡単にどこの場所でも使えるという、そういうふうなメリットがござい

ます。 

また、県下の中での話ですが、今回、３社が参加をいただいております。３社は、富士ゼロックス四国さん、リコージャパンの

関西営業部四国支店さん、あとキャノンシステム＆サポートの高松営業部、このようなたいへん大手さんが手をあげていただいて

おります。小さい業者さんもまだまだたくさんございますが、この中には提案、企画提案等も含めてのことをお願いしております

関係で、必然的に大手メーカーさんに絞らせていただいているのが現状でございます。この手法をとりまして、少しでも経費削減、

またサービスの向上ということを主眼といたしまして、取り組んでおるところでございますので、よろしくお願い申し上げます。

５番 本屋敷崇君。 

３回目になりますけども、今ですね、総務課長が言いよるようなことをですね、付けてくれんですか。うち、条例入ってますん

で。議会基本条例、読んでいただければ分かると思いますけど。当然、契約行為が変わる部分で、今のようなそれも議決要件でな

い、これを入れることによってすぐに契約すると。そういうんであればですね、これを始めた経緯として１，７００万かかってい

たものが、６００万に減るんですよと。それの効果ですよね。これを、条例を変えることによる効果とかですね、先ほど藤田さん
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本屋敷議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

谷森副議長

大岡議長

齋部総務

課長

が言われたような保守体制はどうなっとるかっていう部分は、募集要項の中に入れておるはずですから、プロポーザルの。そうい

った部分を含んだ上で、今回こういうふうな部分に変えたいと思うんで、この条例を変えますという部分でなかったら、議会基本

条例から言えば足らない資料なんですよ。その部分足してください。そうしとけばですね、僕ら議案もらった時点で、ああそうい

うことかっていうんが分かるんですよ。ここでこんなに話もせんでもすみますし、その資料を読んだ要点だけをつけばええだけの

話ですから、議会がすごく分かりやすいことになりますので、その資料はこれから付けてください。これ条例ですから。お願いし

ます。 

総務課長 齊部正典君。

本屋敷議員さんのご質問にお答えをいたします。 

仕様書等ですね、分かりやすい資料、参考に添付させていただくということで考えさしていただきます。よろしくお願いします。

（考えさしていただきます。条例なんです。） 

仕様書等をですね、そういうのを揃えさせていただきます。よろしくお願いします。 

（議長、これで２回目指摘しておりますので、議会で、２回目。） 

他に質疑は。 

１５番 谷森哲雄君。

質問する前にお尋ねします。一応、即決いうようになっとんですか。 

そしたら、私も藤田議員の質問の内容とよく重なるんですが、いわゆる１社独占と、まあ言うたら強いもの勝ちと、司法の論理

と、こういうふうになってですね、大きく言えば日本経済のやっぱり歪みが出てくるんでないかと。だから、私としてはやはり、

例えば１社選択言うんでなくして、例えば２社を５年間やったら５年間選択すると。１社になれば１社が５年間を独占してしまう

と、これは非常に良くないと思います。だから、同じこういう長期契約で、いわゆる財政的にも安くなってメリットがあるという

んであれば、１社でなくして２社ぐらいは選ぶべきでないかと。それぞれメーカーについては、それぞれ独自の技術とか特徴的な

こともありますので、私はそういうふうに考えるのですが、いかがですか。 

総務課長 齊部正典君。

谷森議員さんのご質問にお答えをいたします。 

大変厳しい財政の中で、町運営をさせていただいております。そういう中で公金を取り扱う上でですね、やっぱり住民のために、

いかに公費削減をしていくかということを一番に考えております。やはり資本主義の原理も確かにあります。よって、今の段階で
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齋部課長

大岡議長

藤田議員

大岡議長

齋部総務

課長

はですね、競争させていただきまして、サービスのいいところで、その上でプラス費用が安価なところということで、財政上ので

すね、プラスになることを考えていきたいと、今の段階では思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

１０番 藤田昌大君。 

谷森議員が言いましたので、はっきり言います。今の社会の中で、弱者切捨て、強いものが残ってですね、大変な状況になって

るの、皆さんご存じだろうと思いますし、そういった中でですね、今の日本の経済が疲弊してしまっているんですよ。ですからで

すね、１，７００万いっりょったんが、６００万になるきん、無茶苦茶安いやないかと。安い言うことはですね、その会社の中で、

どういう経営状況にあるか。そしてまた、その労働者がですね、どういう労働条件の中で仕事しているか。これ大きな問題なんで

すよ。それをですね、公的な機関がですね、安けりゃ、安けりゃ言うて、ずっとやるんであればですね、全体の経済の疲弊になり

ますし、労働条件の切捨てになります。そういった意味ではですね、それぞれの中を見て行きながらですね、土木関係でないです

けれども、公契約条例的な部分があって、それぞれの会社の状況、そしてまた、労働者の賃金、そしてまた福利厚生、どうなって

いるのか。これも大変重要なことなんですよ。それを切り捨てるのが今の新自由主義でありですね、そしてそれを全部世界経済に

なっている。こんなに大きなことここで言うたってしょうがないんですけども、根本はそこにあると僕は思ってます。ですから、

それぞれのですね、人間関係を大切にしていきながらやっている、さっきの条例の中にですね、日本の状況どなになったんやいう

のは、そこでしょう。この一番初め、これでしょう、ええ。それと考えればですね、僕はもっともっと温かみのある行政運営をし

なければですね、僕はいけないと思いますので、そういった部分ではですね、今、谷森議員言いましたように、それぞれの業者を

育てながら、適正な競争の中で契約ができるようなですね、行動をぜひお願いしたいと思います。 

このキャノン、リコー、ゼロックス、それぞれものすご超一流なんですよね。しかしながら、それを運用している中ではそれぞ

れ会社ですね、努力しているとこもありますし、それぞれの人間関係の中でですね、やっているところもあるだろうと思うんです。

そういった意味で、ちょっとあんまりこの部分についてはですね、その競争の原理だけでいってる危険性がありますので、そこの

へんちょっともう一遍、課長にお聞きしますのでよろしくお願いします。 

総務課長 齊部正典君。

藤田議員さんの質問にお答えいたします。 

プレゼンの中では、基本的には金額は横に置いてですね、そのサービス面のどういうサービスをしていただけるのかというとこ

ろで、業者の選定をいたします。その中で、あと金額的なもんは別にですね、採点をして、合算をして、トータルの合計点数を決

めると言う中で、じゃあ、今までのその例えば１，７００いくらというのが適正な金額だったかどうかと言うことも、実は出てく
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齋部総務

課長

大岡議長

田岡議員

大岡議長

齋部総務

課長

大岡議長

るのではないかというふうに考えております。その６００数十万と言う金額が高いのか安いのか、ということもあるとは思います

が、今までが、もしかするとそれぞれの機械が単独で契約をして、それを足していくとそのような金額になるわけで、そういう手

法が正しかったのかどうかということは、今回の一括をすることによって、少なくとも早めの見直しができてよかったのかなとい

うふうには考えております。 

なお、１社独占等、また今言われましたように、どんどんとデフレ傾向での対応みたいなことになります。そのあたりはプレゼ

ンの中でですね、その事業所さんの姿勢等もお聞かせいただいて、それで十分その業者はやっていけるというお話をお聞きしてお

りますので、その中で業者選定をしておりますので、よろしくお願いしたらと思います。 

２番 田岡秀俊君。 

内容に関しましては、皆さん方の質疑と答弁で分りました。 

今回この条例の一部改正ということで、７項目目、この条項ですけれども、これ今のコピー機の件、事務機器の借り入れで、当

該物品に係る役務の提供が含まれる契約、それに特化しているというふうな形なんですけれども、第２条の第１項から６項まで、

例えば３項の情報機器の賃貸借契約、そういうことも今後想定されるように思うし、１項から６項までのものすべてを含めた役務

の提供が含まれる契約いうふうな形で行ったらどうかと思うんですけど、新設するということであれば。それはまたそういう事例

が出てきた時に、また新たに付け加えるということになるのかどうか。この点、今回、今さっきからの説明でコピー機の一括リー

スですか、そういうことなんですけれども、それに特化すると言うよりは、上の１から６のすべてに係る役務の提供と言うことに

しなかった。しとった方がええんじゃないかと、僕は思うんですけど、その点どうですか。 

総務課長 齊部正典君。

田岡議員さんのご質問にお答えをいたします。 

現在、まんのう町長期継続契約を締結することができる契約に関する条例と言う中で、今言われましたように、第２条に６項目

までが載ってございます。基本的には複写機等も事務機器でございますから、この事務機器の賃貸借契約というとこで、今までは

やっております。その全体を総括したような、包括、包含したような契約でしたらどうかというお話だったと思いますが、やはり、

条例化する上には分りやすさを求められると言うこともございますので、今回分りやすく複写機と言うことを入れさしていただい

て、特化をさしていただいて条例化させていただいておりますので、それ以外のところでのことを今現在のところは考えてござい

ません。よろしくお願い申し上げます。 

１５番 谷森哲雄君。 
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谷森副議長

大岡議長

谷森副議長

大岡議長

栗田町長

大岡議長

総務課長のお答えによりますと、１社に絞ると。こういうようなお考えですが、やはり私はいわゆる市場原理主義とか資本の論

理と強い者勝ちとか言うんでなくして、やはり自治体としてはやはり将来の安全性いうことも考えまして、２社ぐらいを選択する

のが適正ではないかと思うんですが、この点、町長あるいは担当課長どのようにお考えでしょうか。お尋ねいたします。 

質問がダブりますけども。 

権限が町長にあるので、町長にお答えいただいたらと思います。 

町長 栗田隆義君。 

谷森議員さんの質問にお答えをいたします。 

今回、経費節減と言う意味で１社に絞ったわけであります。これを２社にするということになると、かなりまた金額が増えるの

でないかなというように思いますので、経費削減の観点から今回１社に絞らせていただきたいと、このように思います。 

（はい、前行きましょう。） 

これをもって、質疑を終了いたします。 

お諮りいたします。 

ただ今議題となっております議案第２号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

(「異議あり」の声あり) 
 異議がありましたので、これより委員会付託省略の件を起立により採決いたします。

 議案第２号について、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略することに賛成の諸君の起立を求めます。

 （付託すること、付託するんぞ。）

（即決がいやなん。）

 再度言います。

 議運の委員長は即決ということであります。

ということでありまして、今、異議がありましたので、これより委員会付託省略の件を起立により採決いたします。

 議案第２号について、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略することに賛成の諸君の起立を求めます。

 （賛成者、起立。）

 起立多数であります。
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大岡議長

藤田議員

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

 よって、議案第２号は委員会の付託を省略することに決定いたしました。

 これより討論にはいります。

 討論はありませんか。

 １０番 藤田昌大君。

 すぐ決まりましたので、一応討論はせないかんということですので、討論させていただきます。それが議会のですね、基本だろ

うと思いますので。今、さっきも申しましたように、新自由主義の中でですね、非常に競争原理が入ってきて、国や世界中で今困

っている状況、皆さんもご存じだろうと思ってます。そういった部分でですね、まんのう町でそこまでやらないかんのかいと言う、

僕は気がします。例えば、１，７００万が６００万になったきん、１，１００万得したやないかという理論がですね、全部通って

いって、９０億のですね、予算の中でどんだけの効果があるんやということと、もう１つはですね、それぞれ１つが突破されれば、

全部が突破されてですね、そういった議論ばっかりが先行していければですね、大変、競争の理論だけで、弱者が切り捨てられる。

これ、非常に大変な状況になるだろうと思ってます。そういった部分ではですね、それぞれの職場のですね、例えば学校関係はこ

の分にしようとか、本庁関係にはこの分にしようとかですね、それぞれの意見を聞きながらですね、それぞれの今までの人間関係

を大切にしていきながら、業務運行していくのも、これ大変重要なことでないかと思うんです。例えば、これ５年契約されれば、

もうどなんしようが向こうの勝手なんですよね。それはないとは思います。今の時代ですからね。しかし、そういうことが想定さ

れますので、やっぱり独占になればですね、そういったことも想定されます。そのへんのことを考えればですね、より公平で良質

な競争をですね、求めるために私はこの契約にはちょっと反対の立場で討論させていただきます。以上です。

次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

５番 本屋敷崇君。 

 本件につきましては、執行部が考えてきたことによりですね、庁内の事業を一括発注、長期契約にすることによるスケールメリ

ットであり、公金の費用対効果を考えれば当然であり、執行部を称賛すべきことであると思います。本来であるならば、議会側の

方がこういったことをするべきではないのかと、提案すべきものでもあるかと思います。

 先ほど弱者切り捨てと言う言葉もありましたが、自由に使える一般財源が年間１，１００万増えるということはですね、それだ

け社会福祉に充てるなど、教育に充てるなどの自由なお金が増えるということにも繋がります。それは、本当の意味での弱者救済

に使えるお金を新しく生み出したと考えるべきであろうと思いますので、私としては賛成とさせていただきます。

 これをもって、討論を終了いたします。
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日程第 12 

日程第 13 

日程第 14 

大岡議長

栗田町長

大岡議長

 これより、議案第２号 まんのう町長期継続契約を締結することができる契約に関する条例の一部改正についてを、起立により

採決いたします。

 本案は原案のとおり決することに、賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者、起立）

起立多数であります。

よって本案は原案のとおり可決されました。

 日程第１２ 議案第３号 まんのう町琴南地区特定施設に関する基金条例の一部改正についてを議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長 栗田隆義君。 

それでは、ただ今上程されました議案第３号 まんのう町琴南地区特定施設に関する基金条例の一部改正について、ご説明を申

し上げます。 

本件は本則第２条の対象施設２件のうち、まんのう町社会福祉施設美霞洞温泉が本年６月定例議会において、設置及び管理条例

が廃止となったことから、当該条項より削除するものでございます。この条例は交付の日から施行することになります。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 ただ今議題となっております議案第３号は、総務常任委員会に付託いたします。 

 日程第１３ 議案第４号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の

一部変更について

日程第１４ 議案第５号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分について
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大岡議長

栗田町長

大岡議長

以上、議案第４号、議案第５号の２議案を一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長 栗田隆義君。 

それでは、ただ今一括上程されました議案第４号、議案第５号について、ご説明申し上げます。 

まず、議案第４号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変更に

ついてのご説明を申し上げます。 

この度、さぬき市・三木町県行造林組合から平成２４年３月３１日をもって、香川県市町総合事務組合から脱退することについ

て協議があったため、地方自治法２８６条第１項の規定により、一部事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び一部事務組

合の規約の変更に係る関係地方公共団体の協議が必要となりました。ついては、これらの協議について、同法第２９０条の規程に

基づき議会の議決を求めるものでございます。

続いて、議案第５号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分についてのご説明を申し上げ

ます。

さぬき市・三木町県行造林組合が、平成２４年３月３１日をもって、香川県市町総合事務組合から脱退することに伴い、地方自

治法２８９条の規定により、香川県市町総合事務組合財産の処分に係る関係地方公共団体の協議が必要となりました。ついては、

この協議について、同法第２９０条の規程に基づき議会の議決を求めるものでございます。

ご審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより議案第４号、議案第５号の２議案に対しての質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり） 

質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

お諮りいたします。 

ただ今議題となっております議案第４号、議案第５号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたい

と思います。
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大岡議長 これにご異議ありませんか。

(「異議なし」の声あり) 
異議なしと認めます。 

よって、議案第４号、議案第５号は、委員会の付託を省略することに決定いたしました。

 これより、議案第４号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変

更についての討論にはいります。

 討論はありませんか。

(「なし」の声あり) 
討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

これより、議案第４号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び香川県市町総合事務組合規約の一部変

更についてを採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。                 （白川年男議員退席 午前１１時４０分）

 これより、議案第５号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分についての討論にはいりま

す。

 討論はありませんか。

(「なし」の声あり) 
討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

これより議案第５号 香川県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少に伴う財産処分についてを採決いたします。

 本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
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日程第 15 

大岡議長

合田議員

大岡議長

栗田町長

大岡議長

本屋敷議員

異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで、議場の時計で１３時００分まで休憩といたします。                 （休憩 午前１１時５０分）

 それでは休憩を戻しまして、会議を再開いたしたいと思います。               （再開 午後 １時００分）

なお、合田議員の方から発言の申し出がありますので、これを許可いたします。 

３番 合田正夫君。 

先ほどの委員長報告で、１分あたり４００リットルのポンプ２機の設置で約１，６００円と言いましたが、１，６００万円の間

違いですので、訂正いたします。 

日程第１５ 議案第６号 中讃広域行政事務組合規約の一部変更についてを議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町長 栗田隆義君。 

それでは、ただ今上程されました議案第６号 中讃広域行政事務組合規約の一部変更につきましてご説明申し上げます。 

第３条の共同処理する事務のうち、第２号の老人福祉法第２０条の５に規定する特別養護老人ホーム及び介護保険法第４８条第

１項第１号に規定する指定介護老人福祉施設等における福祉サービスの充実を図るための技術支援等に関する事務を廃止するた

め、規約から関係する規定を削除するものでございます。 

本件の共同処理事務は、平成１４年度に組合所有の特別養護老人ホーム仙遊荘を社会福祉法人善通寺福祉会に譲渡したことに伴

い、同法人に対して、技術支援を行ってきたものでありますが、その支援も不要となったため廃止するものであります。このこと

から、地方自治法第２８６条第１項の規定により、同法第２９０条に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。

５番 本屋敷崇君。 

不要となったですね、背景と、これを削除することによる中讃広域及び当町の影響をお願いします。 
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大岡議長

川田企画

政策課長

大岡議長

企画政策課長 川田正広君。 

本屋敷議員さんのご質問にお答えいたします。 

経過を申し上げますと、先ほど町長の提案理由にもありましたとおり、平成１４年度に特別養護老人ホーム仙遊荘を社会福祉法

人善通寺福祉会に譲渡したことによりまして、その時点におきまして仙遊荘で従事していた組合職員１４名を派遣してですね、支

援を行ってまいりましたが、現在、その後の退職とまた一部職員につきましては広域に引き上げたことによりまして、今後、派遣

による支援を廃止するという、現実的なお話でございます。 

ちなみに、平成２３年度予算ベースで申し上げますと、４８１万４千円のうち、まんのう町負担分としては５４万２千円でござ

いました。これがなくなるということでございます。 

また、この組合の負担につきましては、仙遊荘の開所から閉鎖に至る間のですね、総入所者数割で算定しておったことを申し添

えておきます。以上でございます。 

他に質疑はございませんか。 

(「なし」の声あり) 
 これをもって、質疑を終了いたします。 

お諮りいたします。 

ただ今議題となっております議案第６号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

(「異議なし」の声あり) 
異議なしと認めます。 

よって、議案第６号は、委員会の付託を省略することに決定いたしました。

 これより討論にはいります。

 討論はありませんか。

(「なし」の声あり) 
討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

これより、議案第６号 中讃広域行政事務組合規約の一部変更についてを採決いたします。 
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日程第 16 

大岡議長

栗田町長

 本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり）

異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第１６ 議案第７号 平成２３年度まんのう町一般会計補正予算案第３号を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。             

ただ今上程されました議案第７号 平成２３年度まんのう町一般会計補正予算案第３号につきましてご説明申し上げます。

１ページをお開きください。

第１条で、歳入歳出それぞれ２億４，３５４万９千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ９３億２，９０２万７千円

とするものであります。第２条では、地方債の補正を行うものであります。

３ページをお開きください。

歳入予算補正の主なものといたしまして、第１０款 地方交付税では、普通交付税で１，２０９万円の増、第１２款 分担金及び

負担金の４８９万８千円の増は、農地農業用施設災害復旧費分担金と私立保育所措置費負担金等でございます。第１４款 国庫支

出金３，３１６万９千円の増は、保育所措置費負担金及び道路橋梁及び河川災害復旧費補助金等でございます。第１５款 県支出

金２，９４３万５千円の増は、保育所措置費負担金、農地農業用施設災害復旧費補助金が増えたことと、国民健康保険基盤安定負

担金、林道開設改良事業費補助金等が減額となったためであります。第１６款 財産収入、５，３００万円の増は、商品券販売収

入でございます。第１９款 繰越金５，８８６万３千円の増は、前年度からの繰越金でございます。第２０款 諸収入１０万６千円

の減は、農業者年金業務委託手数料が減少したためでございます。第２１款の町債５，２２０万円の増は、林道塩入三野線舗装事

業の辺地債は減少しましたが、増となった農林業施設災害復旧事業債、公共土木施設災害復旧事業債など、各事業に有利な起債を

活用いたしております。

続きまして、歳出補正予算のご説明を申し上げます。

４ページをお開きください。

歳出につきましては、全体的なものといたしまして、人事院勧告等による精査を行っております。

１７ページをお開きください。
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栗田町長 第１款 議会費では職員人件費等の補正で８１０万円の減、第２款 総務費で６４８万９千円の減、主なものといたしまして、第

１項 総務管理費 第７目 自治振興費で地域公共交通協議会負担金として１１７万２千円の増を計上いたしております。

２０ページをお開きください。

第３款 民生費は５，１７２万円の増で、主なものといたしまして、１項 社会福祉費１目 社会福祉総務費の国民健康保険特別

会計繰出金が２，２７９万９千円、２目 老人福祉費で美霞洞温泉施設解体撤去事業費として４，７０３万円の増、介護保険特別

会計繰出金は３７０万円の減となっております。２項 児童福祉費 ２目 保育所費では、いろは保育園委託料として１，３４４万

円が増額となっています。

２２ページをお開きください。

第４款 衛生費は、人勧等の精査から４６１万３千円の減額となっております。

２３ページをお開きください。

第６款 農林水産業費は８４１万円の増額で、主なものといたしまして、第１項 農業費 第５目 農地費では台風及び大雨による

修繕費として３００万円、工事請負費で３５０万円、震災対策農業水利施設整備事業負担金等で３００万円、第２項 林業費 第２

目 林道事業費は６５４万円の減額となっています。主なものとしましては、 林道開設改良事業費で１，２５４万円の減、林道維

持管理事業費で６００万円を計上いたしております。

２５ページをお開きください。

第７款 商工費は５，０８６万円の増額で、主なものといたしまして、商品券の換金料５，３００万円でございます。

２６ページをお開きください。

第８款 土木費は１５６万円の増額です。主なものといたしまして、第２項 土木管理費、第２目 道路橋梁維持費で町道維持補

修工事費２５０万円、第４項 都市計画費 第１目住宅管理費は町営住宅改修工事費として５３０万円をそれぞれ増額とするもので

ございます。

２７ページをお開きください。

第１０款 教育費は１５９万８千円の増額。主なものといたしまして、第 1 項 教育総務費 第２目 事務局費 奨学金４５０万円
は確定により減。第３項 第３目 学校建設費では、満濃中学校改築関連排水路布設工事調査設計委託料として５００万円の増でご

ざいます。

２９ページをお開きください。
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日程第 17 

栗田町長

大岡議長

栗田町長

第１１款 災害復旧費では、１億４，８６０万３千円の大幅な増額となっております。主なものといたしましては、第１項 農林

災害復旧費 第１目 農地農業用施設災害復旧費で７，４７６万７千円、第２目 林業施設災害復旧費で４９９万９千円、第２項 第

１目 公共土木施設災害復旧費で６，８８３万７千円をそれぞれ計上いたしております。

３１ページ以降は、補正予算給与費明細書等を記載いたしております。

以上をもって概要説明とさせていただきますので、ご審議のうえご議決賜りますようお願い申し上げます。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより質疑にはいります。

 本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

 （「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第７号は、総務常任委員会に付託いたします。

日程第１７ 議案第８号 平成２３年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算案第２号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。 

ただ今上程されました議案第８号 平成２３年度まんのう町国民健康保険特別会計補正予算案第２号につきましてご説明申し

上げます。

３７ページをお開きください。

第１条第１項では、事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７９７万４千円を追加し、歳入歳出の総額を歳入歳

出それぞれ２４億３，０６０万１千円とするものであります。

４3ページをお開きください。
歳入の主なものといたしまして、第３款 国庫支出金 第１項 国庫負担金では、療養給付費負担金等で２,０８４万６千円の減で
ございます。第４款 療養給付費交付金は１，３３８万４千円の増。第５款の前期高齢者交付金は５，３６０万１千円の減。第６

款 県支出金 第１項 県負担金は高額医療費共同事業負担金で２９万円の増。第８款 共同事業交付金では、高額医療費共同事業交
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栗田町長

大岡議長

栗田町長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

竹林福祉

保険課長

付金４，７００万円、保険財政共同安定化事業交付金２，３００万円がそれぞれ減。第１０款 繰入金 第１項 他会計繰入金は保

険基盤安定繰入金で４４２万３千円の減ですが、一般会計繰入金は２，７２２万２千円の増額でございます。

４４ページをお開きください。

歳出の主なものでは、第２款 保険給付費で１億１７３万２千円の大幅減となっております。これは、第１項 療養諸費 第１目 一

般被保険者療養給付費で１億１，２１３万円の減、第２目 退職被保険者等療養給付費で２，６２０万８千円の増によるものであ

ります。第２項 高額療養費１，５８１万円の減は、第１目 一般被保険者高額療養費で２，４０５万７千円の減、第２目 退職被

保険者等高額療養費８２４万７千円の増によるものでございます。第６款 介護納付金は８４３万７千円の減、第７款 共同事業拠

出金は高額医療費拠出金等で１１９万５千円の増となっております。

ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。

すみません。ちょっと訂正が。

はい。

先ほど説明した中でちょっと訂正がございますので、お願いいたしたいと思います。

３７ページの第１項 第１目では事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７９７万４千円を追加しと申し上げま

したが、１億７９７万４千円を減額しと改めさせていただきたいと思います。失礼いたしました。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより、質疑にはいります。

 本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

５番 本屋敷崇君。

２点ほど。１２月の時点でですね、保険給付費が１億下がったという背景が分かるんであればお願いしたいのと、歳入の方でで

すね、歳出の保険給付費が１億ぐらい下がっているのであればですね、全ての項において下がるべきところが、繰入金が一般会計

の繰入は上がっているその理由の２点お願いします。

福祉保険課長 竹林昌秀君。

全体において減額となったのは、一般被保険者療養給付費が１億１，２００万ほど下がったと言うのは、１つ大きいですね。そ

れからもう１つ高額医療が２，４００万程下がった。これが主因でございます。
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日程第 1８

竹林福祉

保険課長

大岡議長

栗田町長

大岡議長

どういうことかと申しますと、医療費は昨年の１２月から国保はほぼ毎月対前年度比、下回り傾向です。ところが、年度当初の

私達の見積りは去年の秋までの増加傾向の大きさに見積が少し大きかったということでございます。それから、これは費用の組み

替えでして、国保については厚労省がですね、こういう時は政府がこれだけ出す。これは共同基金から取崩せとか、ほぼルール分

の組み替えと思っていただければよろしいかと思います。以上でございます。

他に質疑はございません。

 （「なし」の声あり）

これをもって、質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第８号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

日程第１８ 議案第９号 平成２３年度まんのう町介護保険特別会計補正予算案第１号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。  

ただ今上程されました議案第９号 平成２３年度まんのう町介護保険特別会計補正予算案第１号につきましてご説明申し上げ

ます。

４７ページをお開きください。

第 1条では、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３５２万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億
１，７４２万６千円とするものでございます。

５３ページをお開きください。

歳入の主なものといたしまして、第９款 繰入金 第１項 一般会計繰入金で３７０万円の減。第１０款 繰越金で７２２万６千円

の増となっております。

５４ページをお開きください。

歳出では、第５款 地域支援事業費 第２項 包括的支援事業・任意事業費で３７０万円の職員人件費の減額補正。第９款 諸支出

金では、第１項 償還金及び還付加算金で７２２万６千円の増額でございます。

５５ページ以降は、介護保険特別会計の補正予算給与費明細書を記載いたしております。

ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。



42

日程第 19 

大岡議長

栗田町長

大岡議長

これより質疑にはいります。

 本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

 質疑なしと認めます。

これをもって、質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第９号は、教育民生常任委員会に付託いたします。          

日程第１９ 議案第１０号 平成２３年度まんのう町診療所特別会計補正予算案第２号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長 栗田隆義君。 

ただ今上程されました議案第１０号 平成２３年度まんのう町診療所特別会計補正予算案第２号につきましてご説明を申し上

げます。 

５７ページをお開きください。 

第１条では、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，５４５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３

７４万８千円とするものであります。 

６３ページをお開きください。 

歳入は、第１款 診療収入 第１項 外来収入 第３目 後期高齢診療収入で１，１００万円、第７款 繰越金で４４５万円がそれぞ

れ増額となっております。 

６４ページをお開きください。 

歳出では、第１款 総務費 第１項 施設管理費で職員人件費が１２５万円の減。第２款 医業費は、第１目 医療用機械器具費１

２０万円の増、第２目 医療用消耗器材費３５０万円は血液検査等委託料の増、第３目 医療用衛生材料費１,２００万円の増は医

薬材料費を計上いたしております。  

６５ページ以降には診療所特別会計における補正予算給与費明細書を記載いたしておりますので、ご覧ください。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。
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大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

雨霧琴南

支所長

大岡議長

本屋敷議員

大岡議長

雨霧琴南

支所長

これより質疑に入ります。

本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

５番 本屋敷崇君。

診療所会計なんですけども、琴南時分からこの中途の時期にですね、医薬剤費等がこれ程の金額で補正が上がるってことはなか

ったわけですよね。それの背景、理由を教えていただきたい。お願いします。

琴南支所長 雨霧弘君。

ただ今の本屋敷議員の質問にお答えいたします。

予算増の主な要因といたしましては、今年度におきまして肺炎球菌ワクチン、これの高齢者接種に力を入れておりまして、それ

に伴い薬剤費が不足している状況でございます。これにつきましては、中・長期的に見ますと、医療費の削減に繋がっていると考

えております。以上です。

５番 本屋敷崇君。

肺炎球菌ワクチンは今年度からですね、国の予算の方で見ていただけるようになっておりますから、それ以前にという形だと思

うんですけれども、ということであればですね、本年度、国の方からいただいてる補正も入れたらですね、肺炎球菌ワクチンの接

種というのは今後考えられないであろうということになりますから、今後の医療費においては下がることが普通であると。この医

療費が、診療患者が上がっていることに伴う診療報酬の増であるんであれば分かるんですが、そういった薬剤の関係で、今肺炎球

菌ワクチンの話が出ましたが、そういうことであれば、今後は１，２００万もですね、補正する必要性はないのではないのかなと。

先ほどの福祉保険課長のお話と一緒で、前期の部分を見て後期を過大請求しているんではないかと思うんですが、そのあたりはど

うでしょうか。

琴南支所長 雨霧弘君。

ただ今の本屋敷議員の質問にお答えいたします。

本屋敷議員の質問にございましたように、肺炎球菌ワクチン、それにつきましては、今年度中にほぼ終わるもとの考えておりま

す。

診療所の方針といたしましては、住民本位の医療体制を確立し、地域医療、これのさらなる向上を推進していくことが喫緊の課

題と考えておりますが、最近の医学は日進月歩と言いますか、医療の高度化に伴いまして新たな新薬が次々と出てきておる状況で
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日程第 20 

雨霧琴南

支所長

大岡議長

栗田町長

大岡議長

ございます。これに対しても、今後、医師と琴南支所の診療方針等の協議を十分に行っていき、必要最小限のこういった薬の使用、

これに努めることにより、今年度中に医薬剤料費、これを過去の実績に近付けてまいりたいと考えております。以上です。

他に質疑はございませんか。

これをもって質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第１０号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

日程第２０ 議案第１１号 平成２３年度まんのう町簡易水道特別会計補正予算案第１号を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長 栗田隆義君。 

ただ今上程されました議案第１１号 平成２３年度まんのう町簡易水道特別会計補正予算案第１号につきましてご説明申し上

げます。 

６９ページをお開きください。 

第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３５１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億４，４７１

万円とするものであります。 

７５ページをお開きください。 

歳入は、第７款 繰越金で２９１万円。第８款 諸収入 第３項 雑入は、台風災害による水道機械設備損害保険料で６０万円をそ

れぞれ増額するものでございます。 

７６ページをお開きください。 

歳出といたしまして、第１款 総務費 第１項 総務管理費６９万円は職員人件費の減。第２款 施設費４２０万円の増は、第１項 

施設管理費で台風による道路災害から配水管の修繕が生じたため６６０万円の増、耐震診断委託料で２００万円の増でございま

す。第２項 施設整備費では、委託料と工事請負費の４４０万円を歳出組替補正により減額するものであります。 

７７ページ以降には簡易水道特別会計の補正予算給与費明細書を記載してございます。 

ご審議の上、ご議決賜りますようお願いいたします。 

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。            （白川年男議員着席 午後 １時３５分）

これより質疑に入ります。

本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。
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日程第 21 

大岡議長

栗田町長

大岡議長

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第１１号は、建設経済常任委員会に付託いたします。

日程第２１ 議案第１２号 平成２３年度まんのう町水道事業特別会計補正予算案第１号を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君    

 ただ今上程されました議案第１２号 平成２３度まんのう町水道事業会計補正予算案第１号についてご説明申し上げます。 

 別冊で添付しておりますＡ４版をご欄ください。

１ページをお開きください。

収入科目の第１款 水道事業収益といたしまして、第１項 営業収益で３５９万１千円を増額補正しようとするものでございま

す。

また、支出科目 第１款 水道事業費用 第１項 営業費用として１２５万５千円を増額補正しようとするものでございます。

６ページをお開きください。

補正予算の事業内容といたしまして、収益的収入の第１款 水道事業収益 １項営業収益 1目 給水収益の水道使用料で３５９万
1千円の増であります。
収益的支出では、第１款 水道事業費用 第１項 営業費用 第１目 原水及び浄水費でポンプ等修繕費の５５万５千円、第４目 総

系費は職員の異動に伴う人件費で７０万円の増額補正であります。

ご審議いただき、ご議決賜りますようお願いいたします。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより質疑にはいります。

 本議案は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）
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日程第 22 

大岡議長

栗田町長

大岡議長

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております議案第１２号は、建設経済常任委員会に付託いたします。

 日程第２２ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

町長 栗田隆義君。

それでは、提案理由の説明を申し上げます。

人権擁護委員は人権擁護委員法を根拠とし、人権に関する啓発活動や相談活動等を行っており、全国の市町村を区域に設置され

ております。まんのう町におきましては、現在８名の人権擁護委員が法務大臣より委嘱されているところでございます。

人権擁護委員の任期は３年でありますが、琴南地区 森本直樹氏が平成２４年３月３１日をもって任期満了となりますことか

ら、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、引き続き同氏を人権擁護委員に推薦するものでございます。

同氏は、地域において積極的に様々な活動に参加し、地域社会で信頼されております。人権に対する理解に加え、誰からも慕わ

れる人格や見識及び中立公平さを兼ね備えております。１期３年を経過し、住民から多大の信望を得ている氏は、地域社会にとっ

てかけがいのない人材であり、適任と考えております。

よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

お諮りします。  

諮問第１号は、会議規則第３９条第２項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

(「異議なし」の声あり) 
異議なしと認めます。 

よって、諮問第１号は委員会付託を省略することに決定いたしました。

 本案は人事案件でございますので、質疑、討論を省略して採決いたしたいと思います。

 お諮りいたします。

 ただ今議題になっております諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦については、これに同意することにご異議ありませんか。
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日程第 23 

大岡議長

藤田議員

大岡議長

（「なし」の声あり）

異議なしと認めます。

よって、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦については、これに同意することに決しました。 

 日程第２３ 意見書第１号 農業用軽油に係る軽油引取税の免税措置の恒久化等を求める意見書案を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

まんのう町議会議員 藤田昌大君。

意見書第１号について、提案理由を説明させていただきます。

意見書第１号 農業用軽油に係る軽油引取税の免税措置の恒久化等を求める意見書案を別紙のとおり、まんのう町議会会議規則

第１４条の規定により提出するものであります。

提出者 藤田昌大、賛成者 髙木堅、同じく川原茂行。

提案理由としまして、昭和３１年に地方税の道路目的税として創設された軽油引取税は、道路使用に直接関係を有していない等

の理由により、農業における燃油等には免税措置が講じられていましたが、平成２１年度の税制改正により、従来の目的税から普

通税に移行され、免税措置は今年度末をもって廃止されることになっています。

加えて、農業用Ａ重油も免税・還付措置も同様に今年度末で終了することとなっております。これらが廃止されると、経営規模

が零細で、近年の資機材の高騰による生産コストの上昇や生産物の価格低迷などによって厳しい経営環境にある農業者に大きな打

撃を与えることは必至であります。

よって、国においては、農業振興はもとより、食料の自給率の向上、地産地消や食育の観点から、燃油税制に係る特別措置をと

られるよう強く要望するものであります。

なお、意見書本文の内容につきましては、お手元に配布のとおりでありますので朗読を省略させていただきますが、地方自治法

第９９条の規定により提出するものであります。どうかよろしくお願い申し上げます。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより質疑にはいります。

本案件は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）
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日程第 24 

大岡議長

髙木議員

大岡議長

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

 ただ今議題となっております意見書第１号は、建設経済常任委員会に付託いたします。

日程第２４ 意見書第２号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書案を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

まんのう町議会議員 髙木堅君。

意見書第２号について、提案理由を説明させていただきます。

意見書第２号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書案を別紙のとおり、まんのう町議会会議規則第１４条の規

定により提出するものでございます。

提出者 髙木堅、賛成者 藤田昌大、同じく川原茂行。

提案理由としまして、昨今の経済状況の悪化により、国民健康保険の加入者の所得は急速に低下しているにもかかわらず、保険

料が引き上げられ、支払が困難になっている世帯が増え続けています。保険料滞納者は増加し、資格証明書や短期証の交付も増え

ております。資格証を交付された人達は、事実上の無保険状態と言えます。

保険料を負担することができないのに、医療費を全額支払うことができるはずがございません。このため、病気になっても我慢

し、救急で運び込まれた時には手遅れという事例も起きています。

国民健康保険は、社会保障として国民皆保険制度を支える制度であり、そのためには高い保険料を引き下げることが求められて

います。

よって、国におかれては、国民健康保険を真に社会保障として存続させるため、国庫負担を増額されるよう、強く要望するもの

でございます。

なお、意見書本文の内容につきましては、お手元に配布のとおりでございますので、朗読を省略させていただきますが、地方自

治法第９９条の規定により、提出するものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。

これをもって、提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより質疑にはいります。

本案件は委員会付託を予定しておりますので、質疑はあくまでも総括的、大綱的な質疑に留めていただきたいと思います。

 質疑はありませんか。
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大岡議長

散  会

（「なし」の声あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終了いたします。

ただ今議題となっております意見書第２号は、教育民生常任委員会に付託いたします。

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

 なお、次回会議の再開は１２月８日、午前９時３０分といたしたいと思います。

 本議場にご参集願います。

本日は、これで散会いたします。

  散  会    午後１時４５分
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。         

平成２３年１２月７日 

     まんのう町議会議長  

まんのう町議会議員

まんのう町議会議員
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